	市　長
	副市長
	部　長
	次　長
	課　長
	係　長
	係
	合　　　議

	
	
	
	
	
	
	
	

	会議記録報告書
　

　出席者の発言要旨について、下記のとおり報告します。　
平成26年6月24日

　　　　　　　　　　　　市民生活部　環境課　リサイクル推進係

　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当者職氏名　係長　上見　安伸　㊞



	内　容
	平成26年度第3回浜田市環境清掃対策審議会

	年月日
	平成26年6月24日（火）
	時　間
	13時30分～15時00分

	出席者
	○委　員（9名）沖村 理史、宮本 美保子、岡田 昭二、今田 康博、馬場 真由美、沖田 敏子、岡本 修治、山﨑 一美、槇内 京子
○事務局（4名）市民生活部長、市民生活部次長、環境課（課長・ﾘｻｲｸﾙ推進係長）

	Ⅰ．会議成立の宣言

環境課長：浜田市附属機関設置条例第2条の規定に基づく会議の定足数は、委員の半数以上となっており、本日の審議会が成立していることを報告する。
Ⅱ．自己紹介（槇内委員）
　　　本日、初めて出席させていただいた。これまでなかなか会議に出席できず、大変迷惑を掛け申し訳なく思っている。資料には目を通してきたが、何分にも初めてのことであり、皆さんの意見を聴きながら考えてみたい。
Ⅲ．報告事項等
1． 市長への中間報告（沖村会長）
· 浜田市環境清掃対策審議会中間報告メモ（資料①-1）

· 平成22年度実施 ごみに関する市民アンケートの結果概要（資料①-2）

· 浜田市環境清掃指導員説明会における意見聴取結果（資料①-3）

2． 会議資料説明（事務局）

· 簡素化の効果及び影響についての考察（資料②）
3． 市内部協議（市民生活部長）
· 5/26（月）の審議会からの中間報告を受け、6/12（木）に市長と内部協議を行った。

· もし仮に簡素化を行うとすれば、資源ごみの袋を統合するのが適当であるという点については、市長も理解を示された。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（裏面へ）



　

　◎次回検討委員会

　　・平成24年7月23日（月）火葬場のモニタリングの後（午後）

　　　※できれば早めに開催







その上で、簡素化した場合にはごみ袋の作製コストが上昇すること、また、他のごみの混入が懸念されるという点について、改めて説明した。


ポイントは2点あったと考えている。1点目は、簡素化に伴いごみ袋の作製コストが上昇するということ（当初、統合すれば作成コストは下がると考えていた）。2点目は、簡素化してもごみの減量には繋がらないということである。


審議会での議論を踏まえると、簡素化実施を前提とするパブリックコメントは困難であることを説明し、これについて了承された。


市長としては、自身を含め転入者から簡素化の要望を受け、市民の負担を減らしたいという思いで提案したものであるが、以前からこの地域で生活している多くの市民にとって必ずしも良い提案でないということであれば、こだわるつもりはないことであった。


前回の審議会以降の流れについては以上のとおりである。





審議事項


パブリックコメント中止について


沖村会長：結果として、委員の皆さんへ相談するのが事後になってしまったが、パブリックコメントについては事務局側で随分と前から準備を進めてもらっており、中止する場合はできる限り速やかに周知する必要があった。従って、会長として中止を判断し、既に周知を図っている。このことについてご意見があれば伺いたい。


岡田委員：パブリックコメントを中止することについては了解するが、そもそもパブリックコメントの実施主体はどこなのか。


市民生活部長：実施するかしないかの権限は、審議会が持っていると理解している。したがって、実施主体は審議会である。


沖村会長：以前、本審議会でパブリックコメントを実施した際も同様であったように思う。


岡田委員：了解した。


沖村会長：それではこのことについて承認いただけるだろうか。


　　　　　→ 「承認します」の声多数。→承認


答申について


沖村会長：このことについてご意見を伺いたい。


岡本委員：意義はない。その上で伺いたい。答申案に「簡素化については慎重にご検討いただくよう答申します」とあるが、答申後具体的にどこか検討するのか。


市民生活部長：市が審議会等の諮問機関に諮問し、答申を受けた後、それを踏まえて市が検討し、方針を決定するという流れになる。あくまでも決定するのは市である。この度、こういった内容の答申をいただくということになれば、ごみ袋は変更しないということになると思う。


今田委員：「分別の簡素化」と「ごみ袋の簡素化」とは、別々に進めていくということになるのか。


市民生活部長：法改正や処理場を更新するなど大きな変革が起こった時に「分別」から考えることになり、それを踏まえてごみ袋の在り方を検討す





（次葉へ）











るというのが基本的な考え方であり順序だ（同時並行的に進めるものではない）。一方、今回は大きな変革があった訳ではなく、市民の負担軽減を目的とした提案であり、「分別の簡素化」は議論の対象にはなっていない。


岡本委員：不燃極小のごみ袋だけでも無くす良い方法はないだろうか。雲城公民館では危険物・有害物の投入ボックスを置き、回収している。町内会でこのことについて周知したが、なかなか徹底はできていないのが現状だ。危険物・有害物は、他の不燃ごみとは分けて排出しなければいけないことを市民がどの程度承知しているのかということについて調べてみる必要があると考えている。


馬場委員：答申案については了承する。この度の諮問は、ごみ問題を改めて考える良い機会になったと思う。危険物・有害物の排出方法については、環境清掃指導員説明会においても周知の徹底をお願いしたい。


市民生活部長：岡本委員の発言に対してお答えする。危険物・有害物が他のごみに混入することによって、処理場において何回か火災や爆発事故が発生しており、これを防止するということもあって平成21年度にごみ処理手数料の料金改定を行った際に不燃極小のごみ袋を追加したという経緯がある。


岡本委員：廃乾電池については、当初は公民館の裏に専用のドラム缶を設置し回収していた。回収した廃乾電池は、業者が収集し最終的に北海道に運ばれ、地中に埋めるという方法で処分されるということであったと記憶している。しかしその後、いつの間にかドラム缶が無くなり、公民館に段ボール箱を設置するようになったという経緯がある。廃乾電池はどのように処分されているのか改めて伺いたい。


上見係長：浜田市では、回収した廃乾電池が一定程度まとまった量になり次第、専門の業者に引き取ってもらっている。直近では、平成24年度に引き渡したと記憶している。保管場所は、旧第一処理場である。最終処分については知識がないが、許可業者が責任をもって処分していると認識している。可能であれば会長に捕捉をお願いしたい。


沖村会長：電池も何種類かあり、処分の方法が異なる。廃乾電池は、含有している鉛を取り出し、資源としてリサイクルしている。鉛は重金属に分類され、そのままの状態で土に埋めてしまうと土壌汚染となるため、可能な限り回収しようという動きになっている。回収ルートは、市町村経由のものや家電販売店経由など幾つかのルートがある。また、ボタン電池は水銀を含有しており、回収しなければならない。先般、「水銀に関する水俣条約」が批准され、今後これに基づき政府が法律を定め、回収ルートを確立していくということになると思われる。市の対応方法が現状でどのようになっているか説明いただきたい。


上見係長：ボタン電池や充電用電池は、処理困難物に区分し、販売店にご相談いただくよう市民の皆さんにお願いしている。従って、市では





（裏面へ）








収集していない。最終処分がどのようになっているのかは存じ上げない。


沖村会長：製造物責任に基づき、家電販売店ルートで回収しているということがある。また、リチウムイオン電池やニッカド電池は、発火の恐れがある物質を含有しているため、他の電池とは分けて回収していると記憶している。


沖田委員：自分の町内では、2年前まではごみステーションに廃乾電池用のバケツが置いてあり、他のごみとは分けて収集してもらっていたが、昨年からそのバケツは無くなった。これはどういうことであったろうか。


上見係長：廃乾電池は、市役所庁舎や公民館に回収ボックスを設置し、回収している。先ほど話のあったごみステーションへの回収ボックス設置は、排出量の少ない乾電池を町内の皆さんがごみ出しし易いようにとの自助努力であったのではないかと思われる。


沖村会長：答申案について承認いただけるであろうか。


→ 「承認します」の声多数。→承認


第4回目の審議会不開催について


沖村会長：当初の予定では、本日とりまとめた答申案に対してパブリックコメントを実施し、それを踏まえて第4回目の審議会において答申をとりまとめる予定としていたが、スケジュールの変更に伴い第4回目の審議会は開催しないことを提案する。承認いただけるだろうか。


→ 「承認します」の声多数。→承認





その他


今後の予定について（一般廃棄物処理基本計画の見直しについて・市民生活部長）


平成26年度秋 … 平成25年度までの実績報告


平成27年度 … 計画見直し（諮問）


環境清掃指導員へのパブリックコメント中止の通知について（上見係長）


6月27日（金）に文書により通知予定


小型家電リサイクルについて（上見係長）


課題であると認識しているが、コスト、収集運搬及び業者選定などのハードルがある。実施時期についても、一般廃棄物処理基本計画の見直しなどもあり、今後、状況を見ながら取り組んできたいと考えている。





（以上）














